
例
題
　
こ
の
甲
冑
隊
の
名
称
は

ど
れ
で
す
か
。

ア
　
忍
城
お
も
て
な
し
甲
冑
隊

イ
　
行
田
お
も
て
な
し
甲
冑
隊

ウ
　
埼
玉
お
も
て
な
し
甲
冑
隊

答
は
本
紙
裏
面
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
Ｈ
Ｐ
に
は
他
の
問
題
と

解
答
の
説
明
も
あ
り
ま
す
。

　
「
の
ぼ
う
の
城
」
の
映
画
化

を
き
っ
か
け
に
成
田
家
の
城
主

成
田
氏
長
や
、
そ
の
家
臣
で
あ

る
酒
巻
靱
負
、
甲
斐
姫
と
い
っ

た
武
将
を
モ
デ
ル
に
、
町
お
こ

し
と
し
て
結
成
さ
れ
、
大
活
躍

し
て
い
る
「
お
も
て
な
し
甲
冑

隊
」
が
あ
り
ま
す
。

講師の井坂康志教授

　
も
の
つ
く
り
大
学
教
養
教
育
セ

ン
タ
ー
井
坂
康
志
教
授
を
講
師
に

迎
え
て
１
・
２
学
年
合
同
講
義
が

開
催
さ
れ
た
。
埼
玉
、
行
田
に
ス

ポ
ッ
ト
を
当
て
た
内
容
だ
っ
た
。

講義風景

　
あ
な
た
は
埼
玉
を
本
当
に
知
っ

て
い
ま
す
か
。
埼
玉
県
は
お
芋
の

形
、
埼
玉
の
ポ
ー
ズ
、
シ
ラ
コ
バ

ト
は
平
和
の
象
徴
、
埼
玉
県
北
側

の
持
つ
底
力
、
渋
沢
栄
一
・
荻
野

吟
子
・
塙
保
己
一
の
三
偉
人
、
接

し
て
い
る
県
は
７
県
、
戦
後
の
県

知
事
は
７
人
、
自
治
体
数
は
６
３
、

県
内
の
国
宝
。
特
に
埼
玉
学
で
の

ポ
イ
ン
ト
は
渋
沢
栄
一
、
映
画
「
翔

ん
で
埼
玉
」
の
二
つ
を
挙
げ
た
。

　
埼
玉
学
で
も
過
去
の
こ
と
か
ら

未
来
へ
の
根
拠
を
見
出
し
た
。

「
『
だ
・
さ
い
た
ま
』
、
特
徴
の

な
い
県
、
と
卑
下
し
な
い
で
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
（
自
分
ら
し
さ
）

を
持
ち
ま
し
ょ
う
」
と
講
義
し
た
。

　
「
街
中
に
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
の

垂
れ
幕
が
掲
げ
ら
れ
、
折
り
鶴
が

飾
ら
れ
て
い
た
。
」
と
オ
ス
ロ
市

内
の
様
子
を
紹
介
し
た
。
ま
た
、

短
い
滞
在
の
中
、
オ
ス
ロ
美
術
館

で
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
代
表
画
家
Ｅ
・

ム
ン
ク
の
「
叫
び
」
を
見
る
念
願

が
叶
っ
た
と
の
こ
と
。

　
日
本
被
団
協
の
田
中
熙
巳
代
表

委
員
の
授
賞
挨
拶
で
「
い
つ
、
加

害
者
、
被
害
者
に
な
る
と
も
限
ら

な
い
」
、
「
核
兵
器
と
の
共
存
は

有
り
得
な
い
」
と
言
っ
た
言
葉
が

心
に
残
っ
た
。

　
ノ
ー
ベ
ル
財
団
が
販
売
す
る

「
ノ
ー
ベ
ル
メ
ダ
ル
型
チ
ョ
コ
レ

ー
ト
」
を
持
つ
濵
中
紀
子
さ
ん
の

素
敵
な
笑
顔
と
貴
重
な
経
験
談
が

印
象
的
で
あ
っ
た
。

　
埼
玉
学
と
は
、
新
し
い
知
の
あ

り
方
で
あ
る
。
埼
玉
は
外
か
ら
見

る
と
魅
力
的
な
所
、
独
特
な
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
持
っ
て
い
る
。

講師の濵中紀子さん

オスロ市内風景

　
父
の
実
家
で
あ
る
長
崎
で
被
爆

し
、
日
本
被
団
協
（
日
本
原
水
爆

被
害
者
団
体
協
議
会
）
事
務
局
次

長
・
埼
玉
県
原
爆
被
害
者
協
議
会

（
し
ら
さ
ぎ
会
）
事
務
局
次
長
の

濵
中
紀
子
さ
ん
は
、
２
０
２
４
年

１
２
月
１
０
日
の
ノ
ー
ベ
ル
平
和

賞
授
賞
式
（
ノ
ル
ウ
ェ
ー
・
オ
ス

ロ
）
に
日
本
被
団
協
代
表
団
の
一

員
と
し
て
参
加
し
た
。
濵
中
紀
子

さ
ん
を
講
師
に
迎
え
て
日
本
被
団

協
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
授
賞
記
念
講

演
「
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
へ
の
道
の

り
」
が
行
わ
れ
た
。

　
今
村
武
蔵
理
事
長
は
「
行
田
市

民
大
学
の
１
期
生
で
す
。
歴
史
文

化
グ
ル
ー
プ
で
研
究
の
成
果
を
２

冊
に
ま
と
め
自
費
出
版
さ
れ
、
市

民
大
学
運
営
委
員
を
１
１
年
間
、

現
在
子
ど
も
大
学
支
援
部
で
活
躍

さ
れ
て
い
る
。
」
と
濵
中
さ
ん
を

紹
介
し
た
。



　
「
も
の
つ
く
り
大
学
」
「
行
田

市
民
大
学
」
「
行
田
市
教
育
委
員

会
」
で
組
織
し
た
「
子
ど
も
大
学

ぎ
ょ
う
だ
実
行
委
員
会
」
は
、
小

学
３
～
６
年
生
を
対
象
に
「
子
ど

も
大
学
ぎ
ょ
う
だ
」
を
開
校
し
て

い
る
。

　
入
学
式
は
、
７
月
５
日
も
の
つ

く
り
大
学
で
行
わ
れ
國
分
泰
雄
学

長
か
ら
激
励
の
あ
い
さ
つ
、
長
島

浩
司
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
部
長

の
紹
介
、
子
ど
も
大
学
学
生
代
表

の
児
童
か
ら
お
礼
の
言
葉
と
学
習

へ
向
け
て
の
決
意
表
明
が
あ
っ

た
。

　
８
月
２
３
日
（
土
）
２
４
日
（
日
）

の
２
日
間
、
市
民
大
学
学
生
の
た

め
の
パ
ソ
コ
ン
講
習
会
を
「
み
ら

い
」
パ
ソ
コ
ン
教
室
で
行
っ
た
。

　
学
生
の
意
欲
・
ス
キ
ル
向
上
や

市
民
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
積
極

的
に
投
稿
で
き
る
こ
と
が
目
的

で
、
午
前
の
部
、
午
後
の
部
、
終

日
の
部
か
ら
選
択
で
き
、
携
帯
電

話
利
用
者
が
多
い
た
め
、
昨
年
よ

り
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
の
投
稿

の
方
法
も
学
ん
で
い
る
。

　
講
師
は
、
原
口
副
理
事
長
、
水

出
広
報
部
長
、
大
美
賀
講
師
、
広

報
部
員
全
員
が
サ
ポ
ー
ト
。
　
　

　
わ
く
わ
く
ク
ラ
ブ
は
、
行
田
市

教
育
委
員
会
の
放
課
後
子
ど
も
教

室
を
支
援
す
る
事
業
と
し
て
実
施

さ
れ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　

　
行
田
市
民
大
学
の
卒
業
生
は
、

北
小
学
校
等
で
、
運
営
ス
タ
ッ
フ

と
し
て
活
躍
。

　
８
月
２
日
の
講
義
は
、
ふ
る
さ

と
学
「
行
田
は
水
の
始
発
駅
」
。

講
師
は
行
田
市
民
大
学
理
事
長
の

今
村
武
蔵
氏
、
利
根
大
堰
（
と
ね
お

お
ぜ
き
）
は
、
巨
大
「
水
の
タ
ー
ミ

ナ
ル
駅
」
の
話
に
子
ど
も
た
ち
は

真
剣
に
興
味
深
く
講
義
を
聞
い
て

い
た
。

　
修
了
式
は
、
９
月
６
日
も
の
つ

く
り
大
学
で
行
わ
れ
子
ど
も
た
ち

は
、
自
作
の
角
帽
を
被
り
、
國
分

泰
雄
学
長
か
ら
、
修
了
証
書
が
渡

さ
れ
た
。
最
後
に
、
子
ど
も
大
学

学
生
代
表
の
児
童
か
ら
お
礼
の
言

葉
で
締
め
く
く
っ
た
。

　
最
後
に
全
員
の
投
稿
を
ス
ク
リ

ー
ン
で
視
聴
、
大
い
に
盛
り
上
が

り
、
作
品
の
講
評
な
ど
し
て
楽
し

ん
だ
。

　
講
習
内
容
は
、
パ
ソ
コ
ン
の
基

礎
、
ネ
ッ
ト
検
索
、
写
真
の
貼
り

付
け
、
ア
イ
キ
ャ
ッ
チ
画
像
等
。

　
各
自
自
分
の
Ｉ
Ｄ
を
も
ら
い
、

ワ
ク
ワ
ク
目
を
輝
か
せ
な
が
ら
旅

の
思
い
出
や
、
趣
味
の
写
真
、
学

ん
だ
歴
史
文
化
等
を
投
稿
。
　
　

　
投
稿
は
世
界
中
に
発
信
さ
れ
、

写
真
撮
影
も
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保

護
を
考
慮
し
て
行
っ
た
。
　
　
　

　
投
稿
者
の
行
動
場
所
が
分
か
ら

な
い
よ
う
に
投
稿
を
工
夫
。


